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政府間海洋学委員会

IOC (Intergovernmental Oceanographic Commission)

- 1960年設立．150か国加盟
- ユネスコのもとで機能的自立性を有する機関
- 国連における海洋の科学，観測，サービスに関する責任機関

【IOCによる国際協力の成果事例】

2004年12月スマトラ沖地震によるインド洋大津波

IOCの主導により，
それまで太平洋にだけだった津波
早期警報システムが，
インド洋，北東大西洋及び地中海，
カリブ海にも構築された



2017国連総会決議(A/RES/72/73) 2017/12/5

海洋及び海洋法に関する決議
(An Omnibus Resolution for Oceans and the Law of the Sea)

1. 既存の構造と資源の範囲において，2021年1月1日から10年間を
「持続可能な開発のための国連海洋科学の10年」と宣言するこ
ととし，IOCに対して当該10年の実施計画策定を要請（パラ292）

2. IOCに対し，当該10年の準備および実施状況に関して，定期的に
加盟国と協議し，加盟国に対して報告することを求める（パラ
293）

3. IOCからの情報に基づき，当該10年の実施状況について事務総
長から総会に情報提供することを求める（パラ294）

4. UN-Oceansおよびその参加者に対し，当該10年に関してIOCと協
力することを求める（パラ295）



UN Decade ６つの社会的目標
‘Clean’
‘Healthy and resilient’
‘Predicted’
‘Safe’
‘Sustainably productive’
‘Transparent and accessible’
＞＞＞
海洋政策と密接に関係
学際的取り組みが必要
SDG-14のみならず多くのSDGｓに
貢献

Transparent and accessible oceanの道田の仮訳：
「万人に開かれ誰もが平等に利用できる海」





計画策定グループ
世界から19人の専門家で構成．日本からは植松光夫・東大名誉教授（前IOC分科会主査）
がメンバーに選出．第１回会合(2018.12)，第2回会合(2020.1)で実行計画について議論中．



国連海洋科学の10年（国内動向）

2018.5 第3期海洋基本計画にUN Decade関連記述
2018.10 IOC分科会にUN Decade準備WG設置

2019.2 東京で第25回国際海洋データ情報交換会議(IODE-25)
2/18-19にUN Decadeを主題とする科学コンファレンス
MEXTからUN Decadeの準備に関するIOCへの支援表明

2019.2 国連大学（東京）でリャビニンIOC事務局長によるUN Decade公開対談
2019.7 東京で北太平洋地域ワークショップ開催(IOC/WESTPACとPICESの共催)

18か国160人超の出席
2019.9 総合海洋政策本部参与会議に「SDG14に関する検討グループ(SG)」設置
2019.9 2019年度日本海洋学会秋季大会（富山）でナイトセッション
2019.10 日本ユネスコ国内委員会建議「ユネスコ活動の活性化について」
2019.11 日本学術会議シンポジウム「国連の持続可能な海洋科学の10年」

2020.1 日本海洋政策学会シンポジウム
2020.2 第4回イオン未来の地球フォーラム
2020.2 第７回全国海洋教育サミット
2020.5 地球惑星連合大会で関係セッション



持続可能な開発のための国連海洋科学の10年（2021-2030)
北太平洋地域計画会合の開催について

Regional Planning Workshop for the North Pacific and Western Pacific Marginal Seas towards the UN Decade of Ocean Science for Sustainable Development

１．日 程 令和元年７月３１日（水）～８月２日（金）
２．場 所 イイノホール（東京都千代田区）
３．主 催 ユネスコIOC（WESTPAC:西太平洋地域小委員会）

北太平洋海洋科学機構（PICES）
４．協 力 海洋研究開発機構（JAMSTEC）

東京大学大気海洋研究所（AORI）

基本情報基本情報

2021年から開始する「国連海洋科学の１０年」の実施計画策定に向けて、実施期間中に、北太平洋地域において、重点的に
推進・活動していくべき事柄について意見交換を実施。
北太平洋・西太平洋縁域国の海洋科学関係者、NGO、企業、省庁関係者等 １８か国１６０名以上が参加

●「国連海洋科学の10年」の達成目標となっている６つの社会的
成果＜①きれいな海、②健康的で回復力を持つ海、③予測可能
な海、④安全な海、⑤持続的な収穫と生産力のある海、⑥透明性
がありアクセス可能な海＞に即して、各成果を達成するために今
後必要となる事柄を議論。
（主な意見）

• 域内の知識格差の解消、科学的優先事項の順位付けのため
の国際的イニシアチブやパートナーシップ強化が必要。

• 能力開発、海洋科学技術移転やデータ共有の促進は「10年」
成功の鍵となる事項。

•「10年」の実施期間を担う若手研究者の巻き込みは特に重要

⇒今後、検討結果を第2回グローバルレベルの計画会合で報告し、
実施計画の全体的な方向性をとりまとめ。（2020年）

議論のポイント議論のポイント

▲開会式（IOC,WESTPAC,バンコク事
務所、国内委事務局、内閣府海洋本
部、PICESから登壇）

▲ポスターセッションで日本の海洋教
育に関する取組を紹介。

▲プラスチックを使わない会議運営
（紙のネームカードと組紐の首かけ）

▲６つのWGに分かれて議論



国連海洋科学の10年の国内政策上の位置づけ
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【第三期海洋基本計画(2018.5)】
第１部 海洋政策のあり方 ２ 海洋に関する施策についての基本的な方針

2-2 海洋の主要施策の基本的な方針 (5) 国際連携・国際協力

「国連持続可能な開発のための海洋科学の10年」（2021～2030）の宣言を踏まえ、当
該10年の実行計画策定及びその実施に積極的に関与し、SDGsの達成に向けて我が国
として貢献する。」

【日本ユネスコ国内委員会建議（2019.10）】
「ユネスコ活動の活性化について」

2. 「国連海洋科学の10年」に向けた活動の活性化

2021年から始まる「国連海洋科学の10年」に向けて、持続可能な海洋の保護と利活
用における科学の重要性について普及を図ること。また、ESDとの相乗効果が得られる
ような教育関係者との協力も含め、SDGsの達成に幅広く貢献するよう分野を越えた連
携を図ること。



今後の動きと課題

2020/2/27-28 Foundations Dialogue for the Ocean Decade
2020/3/18-20 第2回Global Planning Meeting @ Paris
2020/5/24-28 地球惑星科学連合学会（幕張）でDecadeセッション
2020/6/2-6 第２回国連海洋会議＠リスボン
2020/6/29-7/3 第53回IOC執行理事会
2020/秋 国連総会
2021/1/1 持続可能な開発のための国連海洋科学の10年開始

【課題】
・海洋科学の10年実施における我が国の取組の可視化，国際的な場への展開
・社会的目標実現のための課題整理
・成果のアウトプットの一事例として，例えば海洋空間計画（Marine Spatial Planning）の検討
・共通課題の解決策の提示

> 情報共有 >能力開発/海洋技術移転 >海洋リテラシー/海洋教育 >
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